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新技術の概要

従来技術・競合技術との比較

新技術の特徴

今回同定した新規化合物群は、ドーパミン分泌細胞の変性や細胞死を抑制するも
のであり、パーキンソン病の発症機序に作用し、対症療法に過ぎなかった従来の
治療薬とは異なり、パーキンソン病の根本的な治療が期待できるものである。

従来のパーキンソン病治療薬（ドーパミン補充薬、ドーパミン受容体刺激薬、ド
ーパミン放出促進薬、ドーパミン分解阻害薬等）はいずれも、不足したドーパミ
ン量を補ってパーキンソン病を治療しようとするものである。本新規化合物群は、
ドーパミン分泌細胞の変性や細胞死を抑制することができる。

パーキンソン病の発症機序に作用することで、根本的なパーキンソン病治療を可
能とする。

想定される用途

•パーキンソン病治療薬
•ハンチントン病治療薬
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